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★ 私の資料は，後日，西脇北高等学校のHPにアップしてもらいます ★



今日の実践発表

 実践発表 ①

 「小学校・中学校における通級指導の取り組みについて」

 西脇市立重春小学校 教諭 藤原 友晴 氏

 宝塚市立宝塚中学校 主幹教諭 高橋 範充 氏

 実践発表 ②

 「特別支援学校センター的機能の在り方」

 県立北はりま特別支援学校 教諭 閑念 勝代 氏

 研究協議



小学校・中学校における通級指導の取組

 （感想）

 本人中心（人との良好な経験）

 丁寧な指導・支援（個に応じた）

 情報の共有化（配慮の細やかな伝達）

 ★ やはり教育っていいな ★



特別支援学校センター的機能の在り方

 （感想）

 大きな地域における中心的な機関

 連携による地域の底上げ

 保護者をつなぐ（障害に特化せずに，関

心の高い窓口など）



研究協議

 小・中・高等学校と各関係機関者が取組や課題等
の情報を共有し，「縦と横」の連携を深める。

 （感想）

 現状を知り，よい実践を共有する。及び，課題を共
有し，ではどうするかを検討する機会を作っていく

 例：中高連携シートが上がってこない

 例：上げてもどうなっているかわからない



保護者

保護者

個別の教育支援計画
〜 障害のある子どもを生涯にわたって支援 〜

福祉，医療，労働
等関係機関
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・個別の教育支援計画の
作成、実施、評価
（「Plan-Do-See」のプ
ロセス）が重要

・一人一人の教育的
ニーズを把握

・関係者・機関の連携に
よる適切な教育的支援
を効果的に実施
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小学校・中学校における通級指導の取組

 ① 指導・支援の方針の考え方

 ② 支援をつなぐ（縦と横）

 サポートファイル，

 個別の指導計画・教育支援計画の活用

 ③ 保護者への継続的な支援

特別支援学校センター的機能の在り方



① 指導・支援の方針の考え方



出典：高校における「通級による指導」. 千葉県教育委員会



職場実習でのつまずきへのフォロー
日時・場面 状況 相手 不適切な発言等 相手の気持ち 適切な発言等 確認印

1 07/1
0

清掃
時

清掃道具準備
や机並び替え
をしている時

利用
者

相手に対して，手で払
う仕草をし，どくよう
に指示

「邪魔だよ！ど
け！」って嫌な
気持ち

通る前に一言
「すみませ
ん」と声かけ
る

2 07/1
7

朝礼
時

昨日体調不良
で休んでいた
相手に出会っ
た時

利用
者

「連休ボケですか？」 馬鹿にされた気
持ち

「体調はどう
ですか？」

3 0719 見学
会後

見学会終了後 職員 「緊張してたんじゃな
いんですか？前の方が
よかったですよ」

欠点を指摘され
たようで悔しい
気持ち

「お疲れさま
でした」

4

フォローのあるつまずきからの学び
1. 関係づくり（ヒトの相談したらよいことがあるといった経験）
2. 状況とやってしまった振る舞いの振り返り
3. その時の相手の気持ちを推測する（きっとこう思うよ！）
4. では，次からどうすればよいか（案を出し合う）

★ 滝島真優氏・資料（社会福祉法人つるかわ学園）



「自分で対処する努力」と「環境的支援
（合理的配慮）」のバランス

 例：報告する

 自分で対処する努力：「今，いいですか？」

 環境的支援 ：「10時10分に来て！」

-----------------------------------------------------------------------

 合理的配慮を依頼するスキル

 ＋ 相談するスキル

 （そのための「人への依頼・相談」における成功体験）



「行動問題」を減らすセルフ・マネジメント例

約束守れたかな？

自己評価（◎10点，○5点， △1点）

目標行動 自己評価

女の子を叩いたり，蹴ったりしない ◎

物を投げない △

先生のお手伝いをする ○

先生の言うことを守る ○
今日の振り返り

1 大きい声だった 小さい声だった 静かだった

2 大きい声だった 小さい声だった 静かだった

3 大きい声だった 小さい声だった 静かだった

4 大きい声だった 小さい声だった 静かだった

5

女の子を叩いてしまうので上記のよう
な約束。お手伝いは進んでするので，
いつも○。がんばろうとしているとこ
ろを認めていくことが大切。なお，20
点たまったら，好きな活動をいくつか
の選択肢から選んでやることができる。

突拍子もなく，大きな声を出してしま
う。今日の振り返りで，以下のように，
自分で評価してもらった。



仕事における課題整理からの合理的配慮

 引用：発達障害の受容と課題整理によ
り，就労に結びついた事例〜マッサー
ジ業務における就労の一考察〜. 斎藤由
佳梨（世田谷区立障害者就労支援セン
ターすきっぷ 就労相談室）.

① 本人の障害特性からの会社の評価

② 本人の障害特性からの具体的な対応策



ボトムアップとトップダウンの関係

トップダウン的なアプローチ

ボトムアップ的なアプローチ

現在と将来的なライフスタイルに直結するような行動目標を選定する。そして，それ
を実現するための指導・支援としては、その行動目標が成立するように，現在，本人が既
有する行動（成立している行動）を活かすことを最優先する。次に，行動目標が成立する
ように環境を変更・調整することや，必要があれば最小限の指導を追加することにより，
行動の成立を目指していくもの

「個人の能力」を底上げしていき，それを
積み重ねていくことで獲得を目指すもの

実年齢



本人の理解，選択による解決の例

 ★ 本人とのやりとり → 本人の意向を踏まえた解決案 ★

 ① 本人がその時のことは，覚えているか？ 本人がなぜそのよう
なことをしたか，そのきっかけを言語化できるか？【自己理解】

 ★ 「雨・どろが身体についた」→ イライラ →「まわりがうるさ
い」→ 暴言・暴力・・・【 対処スキルを学ぶ必要性の共有 】

 ② 次からどうしたいのか／するのか？ ★ 「雨が降ったら，家に
帰りたい」→ 代替案「(X)雨に濡れても我慢する，(Y)保健室に行
く，(Z)レインコートを着る」など

 ③ 各解決案のメリット／デメリットを考えてみる

 ④ 本人による解決案の選択，決定

 ⑤ 実際上の工夫 → 「保健室に行く前に先生に断ることは無理」
といった要望を受け入れる。



② 支援をつなぐ（縦と横）



異なる環境をつなぐためのアプローチ

 アプローチ ①：本人が自分の特性を理解し，それを補うスキル
を獲得する［教育的支援］

 アプローチ ②：似たような状況において，予習（準備的学習／
予行体験）をする［シミュレーション学習］

 アプローチ ③：異なる環境をつなぐためのツールを活用する

 例）支援ツール，スマートフォンのアプリなど

 アプローチ ④：支援的な環境に変化させる（合理的配慮）

 例）サポートブック等 → 周囲の人の理解・協力

 例）ジョブコーチ（環境調整＆関わり方）

 例）職場における研修



プログラムの内容

Ⅰ ①はじめの自由時間：アラームの音で着席することができる
②はじめのあいさつ：「起立」「礼」「着席」の合図に合わせた行動ができる
③自己紹介：人前で自分の名前を言うことができる
④休憩時間：休憩時間にトイレに行くことや遊びを自発することができる
⑤サーキット：順番を守りながら活動に従事できる
⑥終りのあいさつ

Ⅱ ③学校探検（保健室、職員室、給食室、体育館）：学校の施設の使い方を体験
を通して知る
⑤席替え

Ⅲ ③図画工作：一列に並んで物を取りに来ることができる，および与えられた課
題に従事することができる

Ⅳ ③書字：長時間着席したまま書字に従事することができる，および半透明の線
をなぞることができる
④積木つみ：順番を守る，および人が話している時は前を向く

小学校入学準備支援プログラム



大学入学準備支援プログラム



職場シミュレーション場面（職場を模した設定）

① 基本的には簡単な仕事（作
業）を行ってもらいます。

② 仕事中に，上司からの指示，
同僚からの頼み，客人の訪問な
ど，いろんなことが起きますの
で，それに対応してもらいます。

③ その時に，「今，お時間よろ
しいですか？」や 「ありがとう
ございます」「失礼いたしま

す」といった「ちょっと気の利
いたことば」を言うようにして

もらいます。


